
申請⽤総合ソフトの申請データ書き出しと取り込み⽅法 2012年11⽉5⽇（⽉）更新

①申請⽤総合ソフトに保存されている、指定したのデータのバックアップを取る⽅法

１．申請⽤総合ソフトを起動します。（申請者ID＆パスワード）は⼊⼒しても、しなくてもどちらでも構いません。

  上記の図のように、申請⽤総合ソフトで作成されている、作成中・作成済み・申請中・申請済且つ、書き出しを⾏いたい

  データを選択します。
１．画⾯上部の「ファイル」から「データの書き出し」を選択。

２．データ書き出し画⾯にて「書き出したいデータの種類」を選択。

⇒「申請データ⼀式」を推奨します。

３．データの退避先を選択

するために「参照」を選択



※書き出しがされたファイル（圧縮.zip）は、利⽤者側にて管理しやすい場所（外付けハードディスク、USBなど）へ移動させ

 保管するようにしましょう！

②「①」で書き出しをしたデータを取り込む⽅法

３．保存したい先を選択します。

本資料ではデスクトップとしています。

４．ファイル名は初期値で「export」となっています。

任意で、わかりやすい名前に変名しましょう。

１．画⾯上部の「ファイル」から「データの取り込み」を選択。

２．データの取り込み画⾯から、取り込みたいデータの種類を選択



※注意※
・本「取り込み」作業にて追加するバックアップデータは、既存で存在している申請データに追加されます。
 仮に、取り込みするデータの原本データがすでに存在している場合でも、上書きされず追加されますので
 作業を実施する際にはご注意してください。
【例】

①2012/11/5にバックアップデータを書き出し。仮にバックアップのファイル名を【A】とします。
②2012/11/6〜に新規に「申請データ」を作成＆登記申請。よって【A】申請データ原本+新規申請データが存在する。
③2012/11/8にPCの不具合が⽣じたため、PCを復旧。
 また、申請⽤総合ソフトのバックアップを書き出ししていたものを取り込み。
 ⇒この時に、申請⽤総合ソフトには、【A】の申請データしかありません。②で作成したものは消失してしまいます。
※上記の注意は必ず確認してください。

本データの書き出し・取り込み作業は、社内でお客様ごとにフォルダ等で１件１件管理している場合に有効となる⽅法と
考えております。別途資料で紹介している、すべてのバックアップを実施する⽅法と合わせて利⽤者様が活⽤しやすい⽅法で
作業を⾏ってみてください。
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３．バックアップデータが保存

されている場所を選択。

４．バックアップデータを選択。

５．取り込むデータの種類を選択。

６．開くを選択。

７．データの取り込みを選択。

８．OK,OKで完了です。


